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令
和
7
年
度「
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
」

振
興
奨
励
賞
受
賞
団
体
の
活
動
に
つ
い
て

　
本
年
度
の「
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り

活
動
賞
」の
振
興
奨
励
賞
は
20
団
体
が
受
賞
し

ま
し
た
。
各
団
体
の
活
動
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

●
子
育
て
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
スO

m
usubi

（
宮
城
県
）

　
認
可
外
保
育
施
設
・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
・

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
３
機
能
を
併
せ
持
つ
場
所
で
あ

る
。
震
災
後
で
失
わ
れ
た
子
育
て
支
援
拠
点
を
子

育
て
世
代
自
ら
が
つ
く
ろ
う
と
空
き
家
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
。
子
連
れ
で
出
勤
す
る
保
育
士
が
安

全
を
守
り
つ
つ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
分
だ

け
預
け
ら
れ
る「
一
時
預
か
り
専
門
託
児
所
」が
中

心
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
子
育
て
の
疲
れ
を
癒

す「
マ
マ
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
ル
ー
ム
」、
こ
れ
か
ら
子

育
て
を
す
る
女
性
向
け
の「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」も
併

設
し
て
い
る
。

●
仙
台
市
松
陵
生
活
学
校（
宮
城
県
）

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
現
代
、
誰
も
が
迎
え
る
老

い
に
負
け
ず
に
元
気
に
住
み
続
け
る
た
め
の
活
動
。

東
日
本
大
震
災
の
後
、
ひ
き
こ
も
り
を
な
く
し
健

康
に
楽
し
く
過
ご
す
た
め
、
ラ
ン
チ
付
き
の
高
齢

者
向
け
サ
ロ
ン
活
動
を
開
始
し
た
。
参
加
者
か
ら

の
希
望
で
、
夏
休
み
に
子
ど
も
も
一
緒
に
参
加
さ

せ
た
い
と「
子
ど
も
食
堂
」が
平
成
28
年
に
サ
ロ
ン

か
ら
独
立
し
て
始
ま
っ
た
。
子
ど
も
食
堂
を
通
し

て
大
人
が
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
関
わ
っ

て
い
る
自
覚
が
高
齢
者
の
生
き
が
い
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。

●
奥
川
地
域
づ
く
り
協
議
会（
福
島
県
）

　

福
島
県
西
会
津
町
奥
川
地
区
で
は
、
深
刻
な
高

齢
化
と
人
口
減
少
に
直
面
す
る
中
、
住
民
主
体
の

「
奥
川
地
域
づ
く
り
協
議
会
」が
発
足
。
都
市
部
の

学
生
や
社
会
人
を
受
け
入
れ
る「
人
足
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」や
ア
ー
ト
・
教
育
機
関
と
の
連
携
を
通
じ
、
関

係
人
口
を
創
出
し
て
い
る
。
地
域
と
外
部
が
＂共
に

過
ご
し
、
共
に
考
え
る
＂未
来
型「
結
」を
育
み
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
の
モ
デ
ル
を
実
践
中
。

●
大
木
戸
台
シ
ニ
ア
支
援
の
会（
千
葉
県
）

　
同
会
は
千
葉
市
で
も
高
齢
化
率
の
高
い
地
域（
約

52
％
）に
あ
る
。
主
な
事
業
は
助
け
合
い
と
見
守
り

で
あ
り
、
志
願
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
特
技
を
活

子育てシェアスペースOmusubi
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か
し
、
庭
作
業
、
ゴ
ミ
出
し
支
援
、
髪
の
訪
問
カ
ッ

ト
等
依
頼
者
の
気
持
ち
に
添
っ
た
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
買
い
物
支
援
事
業
は
、
社
会
福
祉
法
人
う

ぐ
い
す
会
と
の
協
力
で
行
っ
て
い
る
。
団
地
内
の

大
木
戸
第
一
公
園
集
会
所
を
拠
点
と
し
た
、
自
主

防
災
会
＂た
す
け
っ
と
＂へ
の
協
力
を
行
っ
て
い
る
。

「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
＂虹
＂」は
高
齢
者
や
若
い
世
代
の

住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
、
将
来
に
向
け
た
取
り

組
み
を
し
て
い
く
。
バ
ス
路
線
が
廃
止
と
な
っ
た

が
、
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
創
る
。
住
民

が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
町
づ
く
り
を
目
指

し
て
活
動
を
進
め
て
い
る
。

●
北
柏
楽
し
い
こ
と
や
っ
ち
ゃ
お
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト（
千
葉
県
）

　
「
北
柏
」地
域
の
価
値
を
上
げ
る
た
め
に
立
ち
上

が
っ
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
団
体
。
地
域
の
価

値
を
引
き
上
げ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
も
と
、
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
、
ア
イ
コ
ン
と
な
る
場
所
の
開
拓
や
整

備
、
地
域
課
題
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
企
画
、
ア
ン

ケ
ー
ト
等
に
よ
る
セ
ン
サ
ス
、
人
と
人
を
結
ぶ
企

画
な
ど
を
実
施
し
、
ま
た
地
域
の
町
会
や
他
の
市

民
活
動
団
体
、
行
政
と
も
協
働
を
す
す
め
な
が
ら

「
楽
し
く
」街
の
あ
り
方
を
提
案
し
て
い
る
。

●
学
園
町
自
治
会 （
東
京
都
）

　

武
蔵
野
の
自
然
と
歴
史
あ
る
景
観
を
守
り
、
世

代
を
超
え
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
宅
地
を
維
持

す
る
た
め
に
、
憲
章
の
運
用
、
地
区
計
画
の
検
討
、

講
演
会
や
勉
強
会
、
緑
化
活
動
、
住
民
交
流
の
場

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。
住
民
主
体
で
ま
ち
の
価

値
を
高
め
、
次
代
に
引
き
継
ぐ
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

●
昭
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

　
「
ま
ち
づ
く
り
昭
島
北
」（
東
京
都
）

　

平
成
22
年
に
、
地
域
の
防
災
力
向
上
と
生
活
環

境
の
改
善
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
結
成
さ
れ
た
。
11
～
15
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ

ン
群
に
３
３
５
０
世
帯
・
約
７
０
０
０
人
が
居
住

し
、
５
自
治
会
、
３
管
理
組
合
、
店
舗
会
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
防
災
活
動
と
し
て
は
、
防
災
隣
組

の
構
築
や
、
隣
接
す
る
中
学
校
と
の
合
同
防
災
訓

練
を
13
年
間
継
続
し
て
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

全
国
各
地
の
被
災
地
を
訪
問
し
、
そ
の
教
訓
や
防

災
知
見
を
地
域
内
に
還
元
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
と
し
て
は
、
夏
ま
つ
り
、
運
動
会
、
ペ

タ
ン
ク
大
会
、「
３
・
11
を
忘
れ
な
い
・
ま
ち
歩
き
」

な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
発

災
時
を
想
定
し
た
集
団
行
動
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、

リ
ー
ダ
ー
の
ス
キ
ル
向
上
に
注
力
し
て
い
る
。

●
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
子
育
て
マ
マ
応
援
塾
ほ
っ
こ
り
ー
の（
東
京
都
）　

　

子
育
て
が
＂孤
育
て
＂に
な
ら
な
い
よ
う
に
ふ

ら
っ
と
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
、
授
乳
、
お
む
つ

替
え
、
お
し
ゃ
べ
り
が
無
料
で
で
き
る「
マ
マ
に
よ

る
マ
マ
の
た
め
の
共
助
拠
点
」と
し
て
民
営
子
育
て

サ
ロ
ン
を
創
業
し
、
地
域
の
子
育
て
中
の
母
親
た

ち
の
居
場
所
作
り
を
15
年
近
く
取
り
組
む
。
産
後

北柏楽しいことやっちゃおうプロジェクト昭島市コミュニティ協議会「まちづくり昭島北」
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デ
イ
ケ
ア
や
子
ど
も
連
れ
で
も
参
加
Ｏ
Ｋ
な
講
座

の
開
催
や
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
母
親
同
士
が
繋
が

れ
る
場
を
作
っ
た
り
、
子
ど
も
が
い
て
も
就
労
を

諦
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
働
き
方
を
支
援
す
る

環
境
作
り
に
も
注
力
し
て
い
る
。

●
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児
童
に
対
す
る
就

学
支
援
の
拡
充
を
め
ざ
す
会（
大
阪
府
）

　

医
療
的
ケ
ア
児
も
健
常
の
児
童
生
徒
と
同
様
の

教
育
環
境
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
保
護

者
や
家
族
も
豊
か
な
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
の
活
動
を
、
大
阪
府
茨

木
市
を
拠
点
に
行
っ
て
い
る
。
活
動
内
容
と
し
て
、

①
医
療
的
ケ
ア
児
の
特
別
支
援
学
校
へ
の
通
学
方

法
の
確
立
、
②
特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
人
工
呼

吸
器
を
使
用
す
る
児
童
・
生
徒
へ
の
、
保
護
者
の

常
態
的
な
付
き
添
い
の
廃
止
。
医
療
的
ケ
ア
児
の

就
学
に
関
す
る
当
事
者
の
声
を
集
約
し
、
医
療
的

ケ
ア
児
に
関
わ
る
様
々
な
職
種
の
視
点
か
ら
現
状

の
問
題
点
と
改
善
策
を
検
討
し
、
行
政
機
関
に
届

け
る
た
め
活
動
を
行
う
。
ま
た
、
医
療
的
ケ
ア
児

へ
の
啓
発
活
動
に
も
力
を
注
ぎ
活
動
す
る
。

●
み
せ
る
ば
や
お（
大
阪
府
）

　

多
彩
な「
も
の
づ
く
リ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
通

じ
て
も
の
づ
く
り
の
魅
力
、
も
の
づ
く
り
を
担
う

企
業
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
施
設
で
あ
る
。
中

小
企
業
１
社
で
は
持
つ
こ
と
の
で
き
な
い
ス
ペ
ー

ス
や
ヒ
ト
、
リ
ソ
ー
ス
、
デ
ー
タ
を
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
で
き
、
そ
の
中
で
お
互
い
を
理
解
・
信
頼
し
、

交
流
を
深
め
て
協
働
す
る
。
そ
こ
か
ら
新
し
い
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
す
こ
と
で
地
域
貢
献
や
地
域
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
ヘ
と
繋
げ
る
拠
点
と
な
る
。

●
労
働
者
協
同
組
合
甲
南
げ
ん
き
村（
兵
庫
県
）

　

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
、
地
域
の
課
題
は

深
刻
で
あ
る
。
全
世
代
で
、
孤
独
、
孤
立
が
進
行
、

引
き
こ
も
り
、
不
登
校
な
ど
家
庭
、
学
校
の
機
能

が
低
下
し
、
課
題
が
山
積
状
態
。
な
ん
と
か
、
自

分
の
居
場
所
が
で
き
、
多
世
代
の
交
流
が
深
ま
り
、

ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
地
域
づ
く
り

が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。
東
灘
こ
ど
も
カ
フ
ェ
で

15
年
間
活
動
し
て
き
た
が
、
一
つ
の
団
体
の
活
動

で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
16
団
体
が

協
同
し
て
、「
地
域
が
つ
な
が
る
」大
き
な
課
題
に

挑
戦
し
て
い
る
。

●
特
定
非
営
利
活
動
法
人
奥
播
磨
夢
倶
楽
部 

　

�

（
兵
庫
県
）

　

兵
庫
県
宍
粟
市
で
、
２
０
１
６
年
か
ら
築
約

１
３
０
年
の
茅
葺
き
古
民
家
を
活
用
し
た
研
修
受

入
れ
や
交
流
事
業
、
森
の
保
全
、
資
源
を
使
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
継
続
し
て
取

組
ん
で
き
た
。
２
０
２
４
年
度
か
ら
は
、「
森
の
エ

コ
カ
フ
ェ
」を
開
設
。
多
様
な
人
材
と
つ
な
が
り
、

茅
葺
き
古
民
家
の
継
承
と
資
源
活
用
に
取
組
み
、

令
和
版
結ゆ
い

を
構
成
し
、
楽
し
み
な
が
ら
や
り
が
い

を
感
じ
ら
れ
る
次
世
代
へ
繋
ぐ
農
村
の
新
し
い
か

た
ち
を
創
り
出
し
て
い
る
。

労働者協同組合甲南げんき村 医療的ケアを必要とする児童に対する就学支援の拡充をめざす会
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●
大
島
小
学
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会（
兵
庫
県
）

　

大
都
市
圏
域
近
郊
の
中
山
間
地
域
で
あ
る
兵
庫

県
猪
名
川
町
の
大
島
地
区
は
、
都
市
部
へ
の
人
口

流
出
が
激
し
い
。
こ
の
状
況
を
何
と
か
し
よ
う
と
、

小
学
校
を
中
心
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
約
５
年
前
か
ら
活
性
化

計
画
を
作
成
し
、
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
移
住
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
地
域
主
体
を
基
本
と

し
つ
つ
、
行
政
や
専
門
家
、
協
力
者
と
の
＂緩
や
か

な
連
携
＂の
も
と
に
、
着
実
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
。

●
Ｊ
Ｍ
Ｔ
大
作
戦
実
行
委
員
会（
和
歌
山
県
）

　

和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
の
主
婦
３
人
が
立
ち
上

げ
た
本
会
は
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
、
マ
ル

シ
ェ
や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
開
催
。
住
民
の
交
流

や
出
番
を
創
出
し
、
地
域
全
体
の
つ
な
が
り
を
深

め
て
き
た
。
活
動
は
年
々
拡
大
し
、
現
在
は
４
年

目
。
他
地
域
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
、「
じ
も
と
」

を
超
え
て
人
々
が
集
う
場
づ
く
り
を
続
け
て
い
る
。

●
大
道
田
ま
ち
づ
く
り
支
援
の
会（
広
島
県
）

　

風
水
害
の
危
険
区
域
に
あ
る
団
地
は
豪
雨
時
に

治
山
ダ
ム
か
ら
の
排
水
被
害
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
。

平
成
30
年
の
西
日
本
豪
雨
災
害
や
地
球
温
暖
化
が

顕
著
な
状
況
か
ら
、
今
ま
で
通
り
の
対
応
で
は
被

害
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
ダ
ム
下
の
雑
木
を
伐
採

し
て
花
木
広
場
に
す
れ
ば
地
域
住
民
の
意
識
も
変

わ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
に
す
る
こ
と
で
減
災

の
た
め
の
維
持
管
理
が
継
続
可
能
に
な
る
の
で

は
？
の
思
い
を
持
ち
、
自
治
会
で
検
討
し
た
結
果
、

志
を
同
じ
く
す
る
団
体「
大
道
田
ま
ち
づ
く
り
支
援

の
会
」を
令
和
３
年
に
立
ち
上
げ
４
年
か
け
て
作
業

を
実
施
し
、「
花
と
み
ど
り
の
夢
広
場
」を
造
成
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
維
持
管
理
が
継
続
で

き
る
体
制
作
り
を
図
る
。

●
松
山
市
自
主
防
災
組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

�

（
愛
媛
県
）

　

平
成
20
年
に
設
立
さ
れ
、
住
民
主
体
の
地
域
防

災
力
の
強
化
を
目
指
し
活
動
。
市
内
41
地
区
の
自

主
防
災
組
織
連
合
会
を
集
約
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
い
る
。
松
山
市
で
は
令
和
６
年
に
市

区
町
村
別
で
全
国
初
と
な
る
防
災
士
数
１
万
人
を

達
成
し
て
い
る
が
、
自
主
防
災
組
織
か
ら
の
防
災

士
資
格
取
得
を
推
進
す
る
な
ど
同
会
議
も
大
き
く

貢
献
。
ま
た
、
研
修
会
や
講
習
会
を
開
催
し
防
災

知
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、地
域
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
強
化
す
る
な
ど
、
実
践
的
な
防
災
力
を
向
上

さ
せ
て
い
る
。
市
民
参
加
型
の
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
、
市
域
全
体
の
防
災
力
の
向
上
に
も

力
を
入
れ
る
。

●
い
よ
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
委
員
会（
愛
媛
県
）　

　
「
本
と
人
を
つ
な
ぐ
、
本
を
と
お
し
て
人
と
人
を

つ
な
ぐ
こ
と
」を
目
的
に
、
平
成
31
年
１
月
か
ら
活

動
を
始
め
た
。
本
を
持
ち
寄
り
紹
介
し
合
う「
紹
介

型
読
書
会
」や
、
本
が
交
換
で
き
る「
古
本
交
換
会
」

の
開
催
、
私
設
図
書
館
ビ
ブ
リ
オ
Ａ
Ａ
の
運
営
、

伊
予
市
に
住
む
人
や
関
わ
る
人
・
約
１
０
０
人
が

大島小学校区まちづくり協議会大道田まちづくり支援の会
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を
得
て
レ
ス
キ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
27
か
所
設
置
。

追
加
で
小
型
道
標
プ
レ
ー
ト
も
90
か
所
設
置
。
行

政
や
大
学
や
関
係
機
関
を
交
え
脊
振
サ
ミ
ッ
ト
を

行
う
な
ど
、
脊
振
山
系
の
魅
力
発
信
に
貢
献
し
て

い
る
。

●
特
定
非
営
利
活
動
法
人
こ
そ
だ
て
支
援

　

com
ono （

鹿
児
島
県
お
よ
び
埼
玉
県
）

　

鹿
児
島
県
屋
久
島
町
及
び
埼
玉
県
狭
山
市
の
妊

娠
期
か
ら
産
後
１
年
ま
で
の
人
ま
た
は
１
歳
ま
で

の
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
家
族
を
対
象
に
弁
当
宅
配
を

行
っ
て
い
る
。
弁
当
は
午
前
中
に
注
文
を
受
け
、

そ
の
日
の
午
後
に
子
育
て
経
験
を
も
つ
メ
ン
バ
ー

が
届
け
る
。
玄
関
先
で
顔
を
合
わ
せ
て
の
弁
当
手

渡
し
に
こ
だ
わ
り
、
立
ち
話
で
ス
ト
レ
ス
や
悩
み

を
共
有
・
共
感
す
る
と
共
に
、
実
体
験
を
含
め
た

子
育
て
情
報
を
提
供
し
て
＂孤
立
感
＂の
解
消
を

図
っ
て
い
る
。
狭
山
市
で
は
助
産
師
訪
問
も
行
っ

て
お
り
、
専
門
性
の
高
い
相
談
に
も
対
応
。
共
有・

共
感
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
悩
み
や
課
題
は
、

専
門
窓
口
に
繋
ぎ
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

お
薦
め
本
を
紹
介
す
る
冊
子『
い
よ
し
百
冊
物
語
』

『
い
よ
し
百
冊
物
語
２
』の
発
行
が
主
な
活
動
で
あ

る
。
公
民
館
や
地
域
団
体
、
小
中
学
校
な
ど
と
連

携
し
、
伊
予
市
内
全
域
で
本
に
ま
つ
わ
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

●
こ
こ
ろ
ふ
く
よ
か（
福
岡
県
）

　
主
に
次
の
活
動
に
取
り
組
む
。
①「
こ
こ
ろ
ふ
く

よ
か
カ
フ
ェ
」は
毎
週
火
曜
・
木
曜
お
よ
び
第
２
・

第
４
金
曜
に
開
催
。
社
会
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

人
へ
の
居
場
所
を
提
供
。
②「
こ
こ
ろ
ふ
く
よ
か
食

堂
」は
毎
月
第
２
土
曜
に
夕
食
会
、
第
４
日
曜
に
昼

食
会
を
開
催
。
希
望
に
よ
り
会
食
、
お
弁
当
受
け

取
り
を
選
べ
る
。
食
品
配
付
は
上
記
①
の
対
象
者

に
加
え
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
生
活
困
窮
者
が
利
用
。

③「
相
談
活
動
」は
、
不
登
校
や
就
労
困
難
な
子
ど

も
、若
者
や
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談
に
対
応
。④「
子

ど
も
、
若
者
の
活
躍
の
場
づ
く
り
」は
、
毎
週
水
曜

に
農
作
業
体
験
を
実
施
。
農
産
物
加
工
品
づ
く
り

体
験
も
行
う
。

●
脊
振
の
自
然
を
愛
す
る
会（
福
岡
県
）

　

２
０
０
８
年
〜
２
０
１
３
年
の
５
年
間
、
福

岡
市
早
良
区
役
所
と
西
南
学
院
大
学
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
と
協
働
で
、
脊
振
山
系

の
登
山
道
に
道
標
と
登
山
地
図
を
70
か
所
設
置
し

た
。
そ
の
活
動
を
継
承
し
２
０
１
２
年
に
脊
振
の

自
然
を
愛
す
る
会
を
設
立
。
以
後
、
山
開
き
や
清

掃
登
山
を
行
う
な
ど
登
山
者
へ
の
安
全
登
山
啓
蒙

活
動
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
ド
コ
モ
九
州
の
協
力

いよ本プロジェクト運営委員会脊振の自然を愛する会

こころふくよか特定非営利活動法人こそだて支援comono

　令和7年度「あしたのまち・くらしづくり活動賞」振興奨励賞受賞団体の活動について


